
 

令和 7 年度 水質検査計画 

 

 

水質検査計画と は 

   

水道事業者は水道法施行規則第 15 条第 6 項において、毎事業年度の開始前に水質基準項目

（ 全 51 項目） を対象と し た「 水質検査計画」 を策定する こ と が義務付けら れていま す。 水質

検査は、 お客様にお届けし ている 水道水の安全性の確認、 水源及び浄水処理工程における 水

質の把握を目的と し ていま す。  

こ の計画は、 鷹栖町の水道事業と し て適切で透明性のある 水質検査を実施する ため、 水道

をと り ま く 情勢や水質状況を も と に、 事業年度の前に計画案を公表し 、 水道水の安全性を確

保する ため、 水質検査体制を明確に定めたも のです。  

 

 

 

                                           

 

【 水質検査計画の内容】  

   

１ ． 基本方針                     

  ２ ． 水道事業の概要                  

３ ． 水質検査項目、 検査地点、 検査頻度         

  ４ ． 臨時の水質検査に関する 事項            

  ５ ． 水質検査の実施方法                

  ６ ． 水質検査計画の策定及び水質検査結果の公表     

  ７ ． 関係機関と の連携                 

 

                                           

 

 

鷹栖町 



 

１ ． 基本方針 

 

 

鷹栖町水道事業では、 水道水が水道法第４ 条の規定によ る 水質基準を満たし 、 安全で良

質な水を供給する ため、 本計画に基づく 水質検査を実施し ま す。  

ま た、 水質検査結果については、 ホームページに掲載し 公表し ま す。  

 

（ １ ） 検査地点 

 水道法で水質基準が適用さ れている 給水栓（ 蛇口） と し ま す。  

 

（ ２ ） 検査項目 

 水道法で検査が義務付けら れている 給水栓水の「 毎日検査項目」 およ び「 水質基準項目」

と し ま す。  

 

（ ３ ） 検査頻度 

 給水栓では水道法に基づき 、「 色」、「 濁り 」、「 残留塩素」 の検査を 毎日行ないま す。 ま た、

「 水質基準項目」 については、 水道法に定めら れた頻度をも と に実施し ま す。  

 なお、 不測の事態が発生し た場合は、 被害発生防止のため検査頻度を増やし 、 迅速な対応

をと る こ と と し ま す。  

 

 

２ ． 水道事業の概要 

 

（ １ ） 給水状況 

 令和 5 年度末の給水状況は次のと おり です。  

 

区分 単位 令和５ 年度 

行政区域内人口 人 6,539 

年度末給水人口 〃 6,413 

普    及    率 ％ 98.07 

年度末給水戸数 戸 3,037 

配 水 量 

年   間 m3 698,143 

1 月 平 均 〃 58,178 

1 日 平 均 〃 1,907 

有収水量 

年   間 〃 594,061 

1 月 平 均 〃 49,505 

1 日 平 均 〃 1,623 

1日最大配水量 〃 2,271 

有   収   率 ％ 85.09 

有   効   率 ％ 89.22 



（ ２ ） 水 源 名 称          石狩川水系石狩川 

（ ３ ） 貯水施設名称    愛別ダム  

（ ４ ） 取水施設名称    永山取水施設 

（ ５ ） 浄水施設名称    石狩川浄水場 

（ ６ ） 配 水 池 名 称          三角台配水池 

 

 

 ３ ． 水質検査項目、 検査地点、 検査頻度及びその理由 

 

安全な水道水を 供給する ため。 水道法で定期的に検査する こ と が義務付けら れている 給水

栓水について「 毎日検査」、「 水質基準項目」 の検査を行ないま す。  

 

（ １ ） 水質検査項目 

水道法施行規則第 15 条によ り 義務付けら れている 、色、濁り 、及び消毒の残留効果（ 残

留塩素） の３ 項目及び水質基準項目（ ５ １ 項目）【 別紙参照】 と し ま す。  

 

（ ２ ） 水質検査地点 

鷹栖町配水区域内直圧給水栓と し ま す。  

 

（ ３ ） 水質検査頻度 

① 色、 濁り 、 及び消毒の残留効果（ 残留塩素） の３ 項目の検査は毎日実施し ま す。  

② 外部から の汚染の指標と なる 一般細菌、 大腸菌等の基本的な９ 項目の検査は毎月実

施し ま す。  

③ 毎月検査以外の４ ２ 項目については、 原則と し て検査頻度を年４ 回以上する こ と と

なっていま すが、 過去３ 年間の検査結果によ って、 年１ 回以上又は３ 年に１ 回以上と

検査頻度を削減し ている 項目があり ま す。  

④ ジェ オス ミ ン、 ２ －メ チルイ ソ ボルネオールの２ 項目については水源の藻類等の発

生状況に合わせて年２ 回実施し ま す。  

 

        

４ ． 臨時の水質検査に関する 事項 

 

次のよ う な状況になり 、 水質基準に適合し ない恐れがある 場合、 臨時の水質検査を 実施

し ま す。  

①不明の原因によ って水質に著し い変化が生じ た場合 

②配水管など の水道施設が著し く 汚染さ れたおそれがある 場合 

③その他、 特に必要がある と 認めら れる と き  

 



 

５ ． 水質検査の実施方法 

   

毎日検査項目は自己検査と し 、 それ以外の検査項目については、 すべて旭川市水道局に

よ る 外部委託検査と し て実施し ま す。  

 

 

６ ． 水質検査計画の策定及び水質検査結果の公表 

 

（ １ ） 水質検査計画の策定   

水質検査計画は、 毎事業年度開始前に策定し 、 鷹栖町ホームページに掲載し ま す。 ま た

鷹栖町建設水道課でも 閲覧でき ま す。  

 

（ ２ ） 水質検査結果の公表  

水質検査計画に基づいて実施し た検査結果は、 鷹栖町ホームページにて速やかに掲載し

ま す。  

 

７ ． 関係機関と の連携 

 

  鷹栖町の水道は旭川市水道局と の共同施設によ っ て処理さ れている こ と から 、 河川流

域での水質汚染事故等に関し 、 旭川市水道局と の連携を 図り 、 取水場、 浄水場及び配水

池での水質状況の情報収集を行い、 安全で安定し た水道水の供給に努めま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質検査計画に関する お問い合わせは 

鷹栖町建設水道課上下水道係 

〒071-1292 上川郡鷹栖町南 1 条 3 丁目 5 番 1 号 

TE L  （ 0166） 74-3312 

FAX  （ 0166） 87-2850 

ﾒ ﾙーｱﾄﾞ ﾚｽ su idou@town.takasu.lg. jp 

 

mailto:suidou@town.takasu.lg.jp


令和７年度　水質検査計画 別紙１

項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

1 一般細菌 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 大腸菌 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 カドミウ ム及びその化合物

4 水銀及びその化合物

5 セレン及びその化合物

6 鉛及びその化合物

7 ヒ素及びその化合物

8 六価クロム化合物

9 亜硝酸態窒素

10 シアン化物イオン及び塩化シアン ● ● ● ●

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

12 フッ素及びその化合物

13 ホウ 素及びその化合物

14 四塩化炭素

15 1,4-ジオキサン

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及びト
ランス-1,2-ジクロロエチレン

17 ジクロロメタン

18 テトラクロロエチレン

19 トリクロロエチレン

20 ベンゼン

21 塩素酸 ● ● ● ●

22 クロロ酢酸 ● ● ● ●

23 クロロホルム ● ● ● ●

24 ジクロロ酢酸 ● ● ● ●

25 ジブロモクロロメタン ● ● ● ●

26 臭素酸 ● ● ● ●

27 総トリハロメタン ● ● ● ●

28 トリクロロ酢酸 ● ● ● ●

29 ブロモジクロロメタン ● ● ● ●

30 ブロモホルム ● ● ● ●

31 ホルムアルデヒド ● ● ● ●

32 亜鉛及びその化合物

33 アルミニウ ム及びその化合物

34 鉄及びその化合物

35 銅及びその化合物

36 ナトリウ ム及びその化合物

37 マンガン及びその化合物

38 塩化物イオン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

39 カルシウ ム,マグネシウ ム等（硬度）

40 蒸発残留物 ●

41 陰イオン界面活性剤

42 ジェオスミン ● ●

43 2-メチルイソボルネオール ● ●

44 非イオン界面活性剤

45 フェノール類

46 有機物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

47 pH値 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

48 味 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

49 臭気 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

50 色度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

51 濁度 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鷹栖町

採　　　　　　　　　　水　　　　　　　　　　月　　



別紙３

　　水質基準項目 令和7年4月1日現在

1 一般細菌 １mL中の検水で形成される集落数が100以下であること。 1 CFU/mL 別表第１　標準寒天培地法

2 大腸菌 検出されないこと。 － － 別表第２　特定酵素基質培地法

3 カドミウム及びその化合物 カドミウムの量に関して、0.003mg/L以下であること。 0.0003 mg/L 別表第６　ICP-MS法

4 水銀及びその化合物 水銀の量に関して、0.0005mg/L以下であること。 0.00005 mg/L 別表第７　還元気化-AAS法

5 セレン及びその化合物 セレンの量に関して、0.01mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第６　ICP-MS法

6 鉛及びその化合物 鉛の量に関して、0.01mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第６　ICP-MS法

7 ヒ素及びその化合物 ヒ素の量に関して、0.01mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第６　ICP-MS法

8 六価クロム化合物 六価クロムの量に関して、0.02mg/L以下であること。 0.002 mg/L 別表第６　ICP-MS法

9 亜硝酸態窒素 0.04mg/L以下であること。 0.004 mg/L 別表第１３　IC法

10 シアン化物イオン及び塩化シアン シアンの量に関して、0.01mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第１２　IC-ポストカラム吸光光度法

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/L以下であること。 0.10 mg/L 別表第１３　IC法

12 フッ素及びその化合物 フッ素の量に関して、0.8mg/L以下であること。 0.05 mg/L 別表第１３　IC法

13 ホウ素及びその化合物 ホウ素の量に関して、1.0mg/L以下であること。 0.02 mg/L 別表第６　ICP-MS法

14 四塩化炭素 0.002mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

15 1,4-ジオキサン 0.05mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

0.04mg/L以下であること。 0.0002 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

17 ジクロロメタン 0.02mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

18 テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

19 トリクロロエチレン 0.01mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

20 ベンゼン 0.01mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

21 塩素酸 0.6mg/L以下であること。 0.06 mg/L 別表第１６の２　IC法

22 クロロ酢酸 0.02mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第１７の２　LC-MS法

23 クロロホルム 0.06mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

24 ジクロロ酢酸 0.03mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第１７の２　LC-MS法

25 ジブロモクロロメタン 0.1mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

26 臭素酸 0.01mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表１８ IC-ポストカラム吸光光度法，別表１８－２　LC-MS法

27 総トリハロメタン 0.1mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

28 トリクロロ酢酸 0.03mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第１７の２　LC-MS法

29 ブロモジクロロメタン 0.03mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

30 ブロモホルム 0.09mg/L以下であること。 0.0001 mg/L 別表第１４　PT-GC-MS法

31 ホルムアルデヒド 0.08mg/L以下であること。 0.005 mg/L 別表第１９　SE-誘導体化-GC-MS法，別表第１９の３　誘導体化-HPLC法

32 亜鉛及びその化合物 亜鉛の量に関して、1.0mg/L以下であること。 0.005 mg/L 別表第６　ICP-MS法

33 アルミニウム及びその化合物 アルミニウムの量に関して、0.2mg/L以下であること。 0.01 mg/L 別表第６　ICP-MS法

34 鉄及びその化合物 鉄の量に関して、0.3mg/L以下であること。 0.01 mg/L 別表第６　ICP-MS法

35 銅及びその化合物 銅の量に関して、1.0mg/L以下であること。 0.005 mg/L 別表第６　ICP-MS法

36 ナトリウム及びその化合物 ナトリウムの量に関して、200mg/L以下であること。 0.1 mg/L 別表第６　ICP-MS法

37 マンガン及びその化合物 マンガンの量に関して、0.05mg/L以下であること。 0.001 mg/L 別表第６　ICP-MS法

38 塩化物イオン 200mg/L以下であること。 1.0 mg/L 別表第１３　IC法

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度) 300mg/L以下であること。 5 mg/L 別表第２２　滴定法

40 蒸発残留物 500mg/L以下であること。 1 mg/L 別表第２３　重量法

41 陰イオン界面活性剤 0.2mg/L以下であること。 0.02 mg/L 別表第２４　SA-HPLC法

42 ジェオスミン 0.00001mg/L以下であること。 0.000001 mg/L 別表第２５　PT-GC-MS法

43 2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/L以下であること。 0.000001 mg/L 別表第２５　PT-GC-MS法

44 非イオン界面活性剤 0.02mg/L以下であること。 0.002 mg/L 別表第２８の２　SA-HPLC法

45 フェノール類 フェノールの量に換算して、0.005mg/L以下であること。 0.0005 mg/L 別表第２９　SA-誘導体化-GC-MS法，別表第２９の２　SA-LC-MS法

46 有機物(全有機炭素(ＴＯＣ)の量) 3mg/L以下であること。 0.3 mg/L 別表第３０　全有機炭素計測定法

47 ｐＨ値 5.8以上8.6以下であること。 - - 別表第３１　ガラス電極法

48 味 異常でないこと。 - - 別表第３３　官能法

49 臭気 異常でないこと。 - TON 別表第３４　官能法

50 色度 5度以下であること。 0.5 度 別表第３６　透過光測定法

51 濁度 2度以下であること。 0.1 度 別表第４１　積分球式光電光度法

※　検査方法は，「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」別表に基づき実施。

項　　目　　名 基　　　準　　　値 定量下限値 単位 旭川市水道局の検査方法 ※


